
　

い
わ
ゆ
る
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
（
女
性
解
放
論
）
の

立
場
か
ら
書
か
れ
た
書
物
は
昨
今
数
多
い
。
し
か

し
、
本
書
は
そ
の
主
流
的
な
考
え
と
は
大
分
異
な

る
立
場
か
ら
書
か
れ
て
い
る
点
で
ユ
ニ
ー
ク
か
つ

刺
激
的
で
あ
る
。

　

現
在
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
主
流
的
な
考
え
に
よ

れ
ば
、
男
女
の
生
物
学
的
な
性
差
は
社
会
活
動
に

お
い
て
本
来
無
視
で
き
る
程
度
の
役
割

し
か
果
た
さ
な
い
。
個
体
差
や
後
天
的

に
獲
得
さ
れ
た
知
識
、
行
動
規
範
な
ど

の
影
響
の
方
が
は
る
か
に
大
き
い
。
現

実
の
社
会
生
活
に
お
い
て
男
女
の
間
に

歴
然
と
し
て
存
在
す
る
役
割
分
担
は
、

「
男
性
は
か
く
あ
る
べ
き
」、「
女
性
は

か
く
あ
る
べ
き
」
と
い
う
社
会
的
文
化
的
な
圧
力

の
産
物
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
背
後
に
は
、
男
性

に
よ
る
女
性
支
配
の
構
造
が
存
在
す
る
。
ボ
ー
ボ

ワ
ー
ル
が
書
い
た
よ
う
に
、
女
性
は
「
女
に
生
ま

れ
る
」
の
で
は
な
く
、
男
性
中
心
社
会
の
中
で
、

男
性
よ
り
劣
る
「
第
二
の
性
」
と
し
て
の
「
女
に

な
る
」
の
で
あ
る
。　

　

と
こ
ろ
が
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
主
流
で
あ
る
こ

の
社
会
・
文
化
決
定
論
に
対
し
、
本
書
の
著
者
は

「
時
代
遅
れ
で
、
非
生
産
的
だ
」
と
断
じ
て
は
ば
か

ら
な
い
。
そ
れ
は
、
著
者
が
自
然
人
類
学
者
で
あ

り
、
脳
の
構
造
や
男
性
ホ
ル
モ
ン
・
女
性
ホ
ル
モ

ン
の
働
き
と
い
っ
た
生
物
学
的
な
性
差
を
基
礎
と

し
て
議
論
を
組
み
立
て
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
著

者
に
よ
れ
ば
、
男
女
に
は
脳
の
構
造
や
性
ホ
ル
モ

ン
の
働
き
な
ど
生
物
学
的
な
性
差
が
明
確
に
存
在

し
て
い
る
。そ
し
て
恐
ら
く
そ
の
違
い
は
、生
存
を

か
け
た
何
百
万
年
と
い
う
長
い
人
類
の
歴
史
の
中

で
選
択
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ま
れ
て
き
た
も

の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
男
女
の
生
物
学
的
な
差
が
、

社
会
生
活
に
お
け
る
男
女
差
の
多
く
に
影
響
を
与

え
て
い
る
、
と
い
う
の
が
著
者
の
主
張
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
主
張
に
は
、
多
く
の
読
者
は
抵
抗
を

感
じ
る
か
も
し
れ
な
い
。
生
物
学
的
に
人
間
の
優

劣
を
論
じ
る
議
論
に
は
、
確
か
に
大
き
な
危
険
が

あ
る
。
安
易
に
本
書
の
議
論
を
受
け
入
れ
る
べ
き

で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
本
書
が
読
者
の
共
感
を
呼
ぶ

と
す
れ
ば
、そ
れ
は
原
題
が『�����������
�������������
（
第

一
の
性
）』
で
あ
る
よ
う
に
、
本
書
は
男
女
の
生
物

学
的
な
性
差
を
前
提
に
し
て
、
今
ま
で
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
に
と
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た「
女
性
の
特
性
」

を
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
不
可
欠
な
優
れ
た
特
性

と
し
て
肯
定
的
に
と
ら
え
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

例
え
ば
、本
書
に
よ
れ
ば
、女
性
は
物
事
を
全
体
的

に
把
握
し
、精
神
的
に
柔
軟
で
想
像
力
に
富
み
、長

期
的
な
計
画
を
立
て
る
傾
向
が
あ
る
。著
者
は
、女

性
が
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
う
し
た
思
考
方
法
を
「
ウ

ェ
ブ（
網
の
目
）思
考
」
と
呼
ぶ
。
こ
れ
に
対
し
て

男
性
の
思
考
方
法
は
、
集
中
的
・
直
線
的
で
積
み

上
げ
的
な
「
ス
テ
ッ
プ（
段
階
的
）思
考
」
で
あ
る
。

　

情
報
化
が
進
み
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
的
な
社
会
構
造

が
分
節
化
さ
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
に
変
わ
る

中
で
、
女
性
が
得
意
と
す
る
ウ
ェ
ブ
思
考
は
非
常

に
重
要
な
役
割
を
担
う
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
に

よ
っ
て
女
性
の
役
割
が
高
ま
り
、
多
く
の
分
野
で

女
性
が
再
び
「
第
一
の
性
」
の
地
位
を
獲
得
す
る
、

と
い
う
の
が
本
書
の
結
論
で
あ
る
。
井
戸
端
会
議

的
な
情
報
交
換
、
ゴ
シ
ッ
プ
好
き
、
人

間
関
係
重
視
と
い
っ
た「
女
性
の
特
性
」

が
、
新
し
い
社
会
を
引
っ
張
っ
て
い
く

で
あ
ろ
う
。
特
に
、
中
年
女
性
が
持
つ

賢
さ
、
積
極
性
、
忍
耐
強
さ
、
知
識
、

人
間
関
係
づ
く
り
の
う
ま
さ
な
ど
は
貴

重
な
資
源
で
あ
る
。
社
会
や
組
織
が
そ

れ
を
活
か
さ
な
い
手
は
な
い
。

　

著
者
は
こ
う
し
た
議
論
の
裏
付
け
と
し
て
、
科

学
的
な
研
究
の
成
果
を
縦
横
無
尽
に
駆
使
す
る
。

そ
の
割
に
は
マ
ユ
ツ
バ
的
な
結
論
や
主
張
も
多
い

気
が
す
る
が
、
女
性
の
力
を
活
か
せ
な
い
社
会
や

組
織
は
こ
れ
か
ら
発
展
で
き
な
い
と
い
う
本
書
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
に
は
、
共
感
す
る
読
者
も
多
い
で
あ

ろ
う
。
な
お
、
ペ
ー
ジ
数
は
若
干
多
い
が
、
平
易

で
読
み
や
す
い
本
で
あ
る
。

（
二
〇
〇
〇
年
六
月
、上
二
二
二
頁
、下
二
三
八
頁
、

各
一
、
六
〇
〇
円
）

（
須
田
敏
彦
）
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『
女
の
直
感
が
男
社
会
を
覆
す
』

　
　
　
　

上
・
ビ
ジ
ネ
ス
は
ど
う
変
る
か

　
　
　
　

下
・
恋
愛
、
家
族
は
ど
う
変
る
か

ヘ
レ
ン
・
Ｅ
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
著　

吉
田
利
子
訳
（
草
思
社
）


